
 
                

 

令 和 ４ 年 ６ 月 ２ ２ 日 

 

｢貯蔵したワインと日本茶葉｣の熟成状況を確認！ 
～豊平峡ダムの作業用トンネルを活用した貯蔵実験の蔵出し及び官能試験を実施～ 

 

 

 
 

 

※作業用トンネル：豊平峡ダム建設中に基礎地盤の改良などのために掘られた長さ約 50ｍのトンネル 

※官能試験：人間の感覚によって、製品の品質を判定します。人の好みなど、機械では判断できない 

場合などに用いられます。 

 

記 

 

日  時 ： 令和４年６月２９日（水）１２時４０分～（２時間程度を予定。） 

場  所 ： 豊平峡ダム （作業用トンネルの場所は「別添-１」参照。） 

実験概要 ： 北海道開発局では、豊平峡ダムの作業用トンネルを貯蔵施設として活用可能か検討するた

め民間企業と連携し、貯蔵実験に取り組んでいます。作業用トンネル内は、外気に左右さ

れず温度が約 10℃・湿度が約 100％と年中一定に保たれており、この環境がワインや日本

茶葉の熟成に適するかの効果検証の実験を実施しています。 

実施内容 ： 豊平峡ダムの作業用トンネル内から貯蔵品の蔵出しを行います。また、作業用トンネルに

貯蔵したワインと日本茶葉について、貯蔵者が実施する官能試験を実施します。 

(別添－２を参照) 

        【蔵出し、官能試験を実施する貯蔵者】  

ワイン  ～「八剣山ワイナリー」（株）八剣山さっぽろ地ワイン研究所 

ワイン  ～「さっぽろ藤野ワイナリー株式会社」 

日本茶葉 ～「お茶の玉翠園」（株）玉木商店 

そ の 他 

（１） 今回の公開につきましては、新型コロナウィルス感染拡大を防止する観点から、報道機関限定で

６月２４日（金）１７時までに「豊平川ダム統合管理事務所」へ事前申込みで実施いたします。 

（２） 事前に車両登録が必要なため、事前申込み時に登録をお願いします。 

（３） 官能試験の講評結果につきましては、後日、ＨＰにて公表する予定です。 

 

 

 

 

 

豊平峡ダムでは、インフラストックを活用した地域振興の一環として、作業用トンネルで７年前か

らワインを、６年前から日本茶葉の貯蔵実験を行っています。この度、作業用トンネルから蔵出しを

行います。また、貯蔵者が実施する貯蔵した｢ワイン｣と｢日本茶葉｣の官能試験につきましても下記の

とおり行いますのでお知らせします。 

 

【問合せ先】  国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 

豊平川ダム統合管理事務所管理課長 増田 精治（電話番号 011-583-8110 ダイヤルイン） 

豊平峡ダム管理支所長       北畑 大輔（電話番号 011-598-2621 ダイヤルイン） 

札幌開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/sp/ 

きたはた だいすけ 

ますた せいじ 



別 添－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業用トンネル 

貯蔵実験場所 



参 考 

＜貯蔵状況の取材時の集合場所＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上記の案内図に示す、「冷水駐車場」に６月２９日（水）１２時３０分に集合して下さい。 

官能試験に先立ち、１２時４０分～１３時にかけて作業用トンネル内のワインと日本茶葉の蔵

出し状況をご案内いたします。 

※ ダムまでの車の乗り入れには車両登録が必要なので、６月２４日（金）１７時までに豊平川ダ

ム統合管理事務所 管理課まで申込みをお願いいたします。 

 

集合場所 



世界に通用する魅力ある観光地域づくり

インフラストックであるダムを有効活用した地域振興 ダムの魅力を通じて観光に寄与

ワインの官能試験では、「味わいは軽やかでエレガント、かどの取れた酸やタンニンとアルコール
がまろやかに重なり合って上品で落ち着いた印象。とても良い熟成状態が続いている。」日本茶
葉の官能試験では、「熟成の香気や滋味のうま味だけは、ブレンドなどでは作り上げることが出来
ない要素なので、トンネル熟成の有効性は実証された。」とそれぞれ高い評価（令和３年6月17日）

貯蔵実験場所
（作業用トンネル）

ダム建設中に基礎地盤の改良等のために掘られた長さ約50m
のトンネルに貯蔵

作業用トンネル内は、安定した気温、湿度、少ない振動等、
ワイン等の貯蔵に適した環境となっている

豊平峡ダム「夜景＆星空プレ
ミアムカフェ2018」 熟成ワイ
ンと星空観察を楽しむツアー
（平成30年8月31日、9月14日
開催、73人参加）

・豊平峡ダムの貯蔵茶葉が、農林水
産省後援の「日本茶AWARD2016：
全国品評会」で、うまいお茶部門
ファインプロダクト賞を受賞。

インフラストックであるダムを有効活用して地域の特徴有るものづくりを支援、今後の観光客の増加や付加価値の向上に期待。

北海道開発局では、豊平峡ダムの作業用トンネルを貯蔵施設として活用可能か検討するため、民間企業と連携し、ワイン・日
本茶葉の貯蔵実験を開始。令和４年度は、貯蔵状況および、貯蔵者が実施する「ワイン」と「日本茶葉」の官能試験を公開。引
き続き、貯蔵効果の検証を実施。また、定山渓ダムにおいても平成29年より貯蔵実験を開始し、現在、日本茶葉を作業用トン
ネルに貯蔵中である。

過去に定山渓観光協会と旅行会社の企画により、ダム貯蔵ワインを活用したダム見学ツアーも実施。

ダムの貯蔵品を活用して新たな商品開発も進められている。

搬出されたダム貯蔵ワイン

ワインが眠る豊平峡ダム
の作業用トンネルを含むダ
ム施設見学ツアー（平成27
年8月22日開催、7人参加）

ダム貯蔵品を活かした商品開発
（抹茶羊羹や抹茶豆乳プリン等）ラベルでダム熟成を標記

別添－２

販売中の熟成茶葉


